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研究成果の概要（和文）：グローバルシティの代表であるシンガポールについて、芸術文化制度を観察の起点に
おいて、文化社会学・文化経済学などの観点から、学際的に調査・研究することを目的とした。様々な文化施
設、様々な図書館、シンガポール国立大学・南洋工科大学などの研究者にインタビューをして、また芸術文化関
係の役所・関連施設なども訪れ、基本的な資料を収集した。その結果として、1993年より継続してきた、シンガ
ポールの文化制度の実証的な研究を、グローバル化と関連付けて、その歴史的な展開を、報告書の形で、3章立
ててまとめることができた。また、学会発表や様々な場所での発表、様々な論文にまとめることもできた。

研究成果の概要（英文）：Singapore is called as a typical global city. Basing at the standpoint of 
Art Culture and its institution, from cultural sociology and cultural economics, I could study it 
with interdiciplinary survey and interview at lots of people in Singapore. For example, in various 
cultural places like Nationa liblrary, National Arts Council and Esplanade, etc.. Additionally I 
could survey at both National University of Singapore and Nang Yong Institute to collect lots of 
materials and interviews. As a result, I could sum up cultural institution of Singapore from 1989 
and trace the history of it, and writing down a report of it related with cultural globalization 
process in Singapore. And also I could some presentations in various places and writing some papers 
on it.
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１．研究開始当初の背景 
シンガポールの文化制度は、1990 年代に入
ってようやく本格的な設立が開始された。そ
の後数度にわたり、具体的な文化制度の計画
が実行され、2011 年にはかなり整った制度が
構築された。具体的には、1989 年に長期計
画のための海外調査、1991 年からの最初の
計画のスタート。次に、中期計画として、1995
年に建てられた計画で、グローバルシティと
しての方向が決められた。さらに、21 世紀に
入って、3 度の中期計画として、画期的なル
ネッサンスシティプロジェクトが行われ、文
化制度がおおむね整うこととなって。そして、
2012 年からは、新たな長期計画がスタート
をして、グローバル都市の文化として、その
成果が問われるダイン会に入ってきた。 
 
 
２．研究の目的 
研究の目的は、グローバル化に巧みに対応を
してきたシンガポール経済と社会が、最後の
国家目標でもある、グローバル都市にふさわ
しい文化制度の設計が、どのように行われて
きて、現在どのような方向に向いているのか
について社会学や隣接の文化経済学や文化
政策学などの学際的アプローチから、明らか
にすることである。具体的には、グローバル
シティとしてのシンガポールの位置づけを
明らかにして、どのようにグローバル化に対
応してきたのかを、1980 年代後半から現在
に至るまでをトレースする。そのプロセスの
中で、文化がどのように位置づけられ、どの
ように制度として構想されたのかについて、
そのプロセスと変容を明らかにしようとし
た。 
 
 
３．研究の方法 
研究の方法については、まず 1993 年以来、
代表者がシンガポール研究にかかわってき
た研究成果がベースになっている。今回、改
めて、各分野の研究者や実務家にインタビュ
ーをして、また、東南アジア研究所・国立シ
ンガポール大学・国立図書館などに出向き、
必要な資料を追加して収集し、実証的なやり
方で分析を試みようとした。具体的には、イ
ンタビューは、芸術文化政策にかかわる、研
究者、実務家、行政関係者などを中心として、
長年にわたり積み上げてきた研究蓄積の確
認と変化を明らかにしようとした。例えば、
シンガポール国立大学や南洋工科大学、そし
て、シンガポール・マネジメント大学の研究
者にシンガポールの文化政策についてイン
タビューをして、過去との変化を中心にその
内容を尋ねた。また、芸術文化政策の中心 n、
ナショナル・アーツ・カウンシルについては、
その施設を訪問し、担当者に直接様々な項目
を聞くこととなった。また、文化産業系のエ
スプラネード、あるいは、各所の博物館や美
術館関係者などにも聞き取りをした。また、

日本人で活躍している芸術家などにも会い、
また、関連の企業(ジェトロシンガポール事
務所、日経新聞シンガポール支社、時事通信
社シンガポール支社など)にも出向き、担当
者の意見を聴取した。それから、資料につい
ては、主に、東南アジア研究所、国立図書館
(かつて、ナショナルアーツカウンシルに会
った資料は、現在すべて、国立図書館の７階
に移動している)、そして、大学図書館(国立
シンガポール大学ならびに南洋工科大閣な
ど)などに出向き、丹念に資料を収集してき
た。 
 
 
４．研究成果 
研究成果については、以下に挙げておいたよ
うに、発表や論文・本などを中心に、3 年に
わたり、海外を含めて様々なところに、研究
成果を出すことができた。具体的には、日本
では、様々な大学や実務関係者が、現在のシ
ンガポール社会や文化に関心を持っており、
そういうところで講演などを行った。また、
学会関係では、国際社会学会や学際的な学会
において、積極的に発表を行ってきた。 
今後、これらをさらに拡大していく予定で

ある。具体的には、２０１８年の７月にカナ
ダのトロントで開催される、国際社会学会の
世界社会学会議において、今回の研究成果を
発表する予定であり、また、情報通信学会に
おいて、シンガポール関係の論文を集めて、
英文の単行本を２０１９年度をめどに、シュ
プリンガー社から出版する計画もある。また、
従来通り、各種の学会などでも発表をしてい
く予定である。(例えば、２０１８年９月に
は、大正大学でシンガポール文化に関しての
講演会が予定されている。) 
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